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保育園運営規程・重要事項説明 

事業所の名称等 

第１条 社会福祉法人誠心会が設置するこの保育所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

 ⑴ 名 称  あおぞら西保育園 

 ⑵ 所在地  埼玉県さいたま市西区宮前町６９５－２  

 

施設の目的及び運営方針 

第２条 あおぞら西保育園（以下、保育園という。）は、保育を必要とする乳児及び幼児を日々受

け入れ、保育事業を行うことを目的とする。 

２ 保育園は、保育の提供に当たっては、入所する乳児及び幼児（以下、園児という。）の最善の

利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい生活の場を提供するよう努

めるものとする。 

３ 保育園は、保育に関する専門性を有する職員が、家庭との緊密な連携の下に、園児の状況や

発達過程を踏まえ、養護及び教育を一体的に行うものとする。 

４ 保育園は、園児の属する家庭や地域との様々な社会資源との連携を図りながら、園児の保護

者に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援等を行うよう努めるものとする。 

５ 保育園は、「さいたま市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例（平成２４年さい

たま市条例第６６号）」、「さいたま市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基

準に関する条例（平成２６年さいたま市条例第５２号）」その他関係法令・通知等を遵守し、事

業を実施するものとする。 

 

利用定員 

第３条 保育園の利用定員は、子ども・子育て支援法（以下、法という。）第１９条第１項各号に

掲げる小学校就学前子どもの区分ごとに、次のとおり定める。 

⑴  法第１９条第１項第２号の子ども（保育を必要とする３歳以上児。以下、２号認定こどもと

いう。） ６０人 

⑵  法第 １９条第１項第３号の子ども（保育を必要とする３歳未満児。以下、３号認定子ども

という。）のうち、満１歳以上の子ども  ２４人 

⑶  ３号認定子どものうち、満１歳未満の子ども ６人 

（子どもの区分ごとの利用定員） 

年齢 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 

定員 ６人 １２人 １２人 ２０人 ２０人 ２０人 ９０人 

 

提供する保育等の内容 

第４条 保育園は、保育所保育指針（平成２０年３月２８日厚労告１４１）に基づき、以下に掲

げる保育その他の便宜の提供を行う。 

 ⑴ 特定教育・保育（法第２７条第１項に規定する特定教育・保育をいう。以下同じ。）   

 ⑵ 養護と教育の一体的提供 
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⑶  食事の提供 

⑷   子育支援拠点事業 

⑸   延長保育事業 

⑹   さいたま市乳児等通園支援制度 

⑺   その他保育に係る行事等 

 

職員の職種、員数及び職務の内容 

第５条 保育の実施に当たり配置する職員の職種、員数及び職務内容は、次のとおりとする。 

      但し、各職種とも必要な場合には他職種の手伝いに入る。 

⑴   園長(1 名) 

   園長は、職員及び業務の管理を一元的に行い、職員に対し法令等を遵守させるため必要な

指揮命令を行うとともに、園児を全体的に把握し、園務をつかさどる。 

⑵   主任保育士(1 名以上) 

   主任保育士は、地域の保護者等に対する子育て支援を行うとともに、園長を補佐し、保育

内容について他の保育士を統括する。 

⑶  保育士（13 名以上） 

   保育に従事し、その計画の立案、実施、記録及び家庭連絡等の業務を行う。 

     人数については、さいたま市常勤換算保育士数を満たす人数であれば、増減可能とする。 

⑷ 管理栄養士・栄養士（3 名以上） 

   園児の発達段階に応じ、０歳児の離乳食、１～２歳児の幼児食及び３歳児以上の幼児食に

係る献立を作成すると共に給食及びおやつを調理する。 

⑸ 看護師（常勤専従又は非常勤） 

看護師は、児童の健康状態を観察し健康管理等の業務を行う。 

  ⑹  事務員（必要な場合 1 名）（常勤又は非常勤・専従又は非専従） 

      保育園の事務処理について園長を補佐する。保育園内外の清掃・環境維持について園長を

補佐する。 

  ⑺  用務員（必要な場合 1 名）（常勤又は非常勤・専従又は非専従） 

      保育園内外の清掃・環境維持について園長を補佐する。 

２．前項の⑷～⑻の各職種の員数は、さいたま市の基準に反しない限り増減できるものとする。 

       

保育を提供する日 

第６条 保育を提供する日は、月曜日から土曜日までとする。ただし、年末年始（１２月２９日

から１月３日）及び祝祭日を除く。 

 

保育を提供する時間 

第７条 保育を提供する時間は、次のとおりとする。（別表 1） 

 ⑴ 保育標準時間認定に係る保育時間 

   平日は７時 30 分から 18 時 30 分までの範囲内で、保護者が保育を必要とする時間とする。 
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   なお、上記以外の時間帯において、やむを得ない理由により保育が必要な場合は、18 時 30

分から 19 時 30 分までの範囲内で、時間外保育を提供する。 

      土曜日は 7 時 30 分から 18 時 30 分までの範囲内で、保護者が保育を必要とする時間とする。 

 ⑵ 保育短時間認定に係る保育時間 

平日は 8 時 30 分から 16 時 30 分までの範囲内で、保護者が保育を必要とする時間とする。 

   なお、上記以外の時間帯において、やむを得ない理由により保育が必要な場合は、7 時

30分から 8 時 30 分まで、又は 16 時 30 分から 19 時 30 分の範囲内で、時間外保育を提供する。

土曜日は 8 時 30 分から 16 時 30 分までの範囲内で、保護者が保育を必要とする時間とす

る。なお、上記以外の時間帯において、やむを得ない理由により保育が必要な場合は、7 時

30 分から 8 時 30 分まで、又は 16 時 30 分から 18 時 30 分の範囲内で、時間外保育を提供する。 

 

利用者負担その他の費用の種類（別表 2） 

第８条 保育園の特定教育・保育を利用した支給認定保護者は、その支給認定を受けた市町村に

対し、当該市町村の定める利用者負担金（保育料）を支払うものとする。 

２ 保育園は、支給認定申請から認定の効力が発生する日までの間において、災害等の緊急その

他やむを得ない理由により保育を提供した場合については、当該保護者から特定教育・保育費

用基準額（法第２８条第２項第１号に規定する内閣総理大臣が定める基準により算定した費用

の額をいう。）の支払を受けるものとする。この場合、当該保護者が適切に教育・保育給付を

受けられるよう、特定教育・保育提供証明書の交付その他必要な措置を講じるものとする。 

３ 保育園は、前２項の支払を受けるほか、特定教育・保育等の提供における便宜に要する費用

のうち、別表に掲げる費用の支払を受けるものとする。 

 

利用の開始に関する事項 

第９条 保育園は、市町村から保育の実施について委託を受けたときは、これに応じるものとする。 

 

利用の終了に関する事項 

第１０条 保育園は、以下の場合には保育の提供を終了するものとする。 

 ⑴ 園児が小学校就学の始期に達したとき。 

 ⑵ ２号認定こどもの支給認定保護者が、法令等に定める支給要件に該当しなくなったとき。 

 ⑶ ３号認定こどもの支給認定保護者が、法令等に定める支給要件に該当しなくなったとき。 

 ⑷ その他、利用の継続について重大な支障又は困難が生じたとき。 

 

緊急時における対応方法 

第１１条 保育園の職員は、保育の提供を行っているときに、園児に病状の急変、その他緊急事

態が生じたときは、速やかに嘱託医又は園児の主治の医師に連絡する等、必要な措置を講じる

ものとする。 

２  保護者と連絡がつかない場合には、乳幼児の身体の安全を最優先させ、当保育園が責任をも

ってしかるべき対処を行う。 
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３ 保育の提供により事故が発生した場合は、さいたま市及び園児の保護者等に連絡するととも

に、乳幼児の身体の安全を最優先し、必要な措置を講じるものとする。 

４ 保育園は、事故の状況や事故に際して採った処置について記録するとともに、事故発生の原

因を解明し、再発防止のための対策を講じるものとする。 

５ 園児に対する保育の提供により賠償すべき事故が発生した場合には、損害賠償を速やかに行

うものとする。（別表 3） 

 

非常災害対策（別表 4） 

第１２条 非常災害に備えて、消防計画等を作成し、防火管理者又は火気・消防等についての責

任者を定め、少なくとも毎月１回以上、避難及び消火に係る訓練を実施するものとする。 

２  地震や台風等の自然災害が発生した場合の保育の提供は園児の安全を最優先とし、以下のよ

うに行うものとする。 

 ⑴ さいたま市内で震度 5 弱以上の地震が発生した場合には、安全を確認した後直ちにお迎えを

お願いします。開園時間前にさいたま市内で震度 5 弱以上の地震が発生した場合は、公共交

通機関の運行状況、園周辺の建物や園舎の安全、ライフラインの状況、職員体制、給食の提

供等を確認したうえで保育の実施を判断します。 

    なお、地震発生の翌日以降の保育については、公共交通機関の運行状況、園周辺の建物や園

舎の安全、ライフラインの状況、職員体制、給食の提供等を鑑みて保育の実施を判断させて

いただきます。 

    台風等の場合は、気象庁から出された降水量やさいたま市から発令された避難情報等により

保育の実施を判断させていただきます。 

    また、鉄道等の計画運休が発表された際、十分な保育体制を確保することができないと判断

した場合には、計画運休に該当する公共交通機関を利用する保護者の方に、登園の自粛をお

願いする場合があります。 

   その他の不可抗力が発生した場合も、状況により保育の実施を判断させていただきます。 

 ⑵ 登降園をする際は、安全を優先し保護者の責任のもと送迎をしてください。無理な登園は安

全確保の面からの、お控えになることをお勧めいたします。 

⑶園からの連絡方法は、メール、電話、または園舎前に掲示のいずれかの方法とします。 

３  新型インフルエンザ等対策特別措置法上の感染症及び自然災害発生時の登園自粛及び臨時休

園等の取り扱いについては、人命第一に対応します。（別表５） 

 

虐待の防止のための措置 

第１３条 保育園は、児童虐待の防止等に関する法律第 5 条・第 6 条に基づき、園児の人権の擁

護及び虐待の防止を図るため、責任者の設置その他必要な体制の整備を行うとともに、以下の

措置を講じるものとする。 

 

（虐待の防止のための措置に関する事項） 

⑴ 設置者及び職員は該当児童の心身に有害な影響を与える行為は一切行いません。 
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⑵児童虐待の早期発見に努め、児童虐待を受けたと思われる児童を発見した場合は、速やかに

関係機関に通告します。 

 ⑶ 児童虐待の防止、早期発見のための知識と技術を習得するために、毎年児童虐待に関する研

修に職員派遣、受講させています。 

 

記録の整備 

第１４条 保育園は、保育の提供に関する以下に掲げる記録を整備し、その完結の日から５年間

保存するものとする。 

 ⑴ 保育の実施に当たっての計画 

 ⑵ 提供した保育に係る提供記録 

 ⑶ さいたま市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例（平成

２６年さいたま市条例第５２号）第１９条に規定する市への通知に係る記録 

 ⑷ 保護者からの苦情の内容等の記録 

 ⑸ 事故の状況及び事故に際して採った処置についての記録 

 

その他運営に関する重要事項 

相談・苦情対応 

第１５条 利用者からの相談・苦情については、適切な解決に努めるための取り組みを行うもの

とする。 

２  相談・苦情解決の取り組みに関わり、苦情解決責任者、苦情受付担当者、第三者委員を設置する。  

 

秘密保持のための措置 

第１６条 保育園は個人情報保護規程を作成し、秘密保持に関する取組をするとともに、職員に

対しては定期的に研修を行うものとする。 

 

利用者に対する事前説明の方法 

第１７条 保育園は利用者に対する事前説明の方法として、郵便又は説明会にて文書で交付する

ものとする。 

附 則 

 この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

  この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

  この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

この規程は、令和２年９月１日から施行する。 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

この規程は、令和 7 年４月１日から施行する。 
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別 表 

１．保育施設の運営に関する重要事項 

事項 内容 

年間行事計画 当年度の年間行事予定表を入園時に配布（入園のしおり記載） 

保育標準時間 
平日：保育時間 ７：30～１８：30 ・時間外保育 18：30～19：30 

土曜：保育時間 ７：30～18 ：30  

保育短時間 

平日：保育時間 ８：30～１６：30 

時間外保育 ７：30～  ８：30、1６：30～19：30 

土曜：保育時間 ８：30～ 1６：30  

時間外保育 ７：30 ～ ８：30、１６：30～１８：30 

慣らし保育について  
入園後、お子様が保育園での生活に慣れるまでは、お子様の様子を見ながら

徐々に保育時間を延ばしていきます。  

体操指導（園負担）  幼児のみ  9：10～11：20（クラスにより指導時間は異なります）   外部講師による 

イングリッシュ レッスン（園負担）  幼児のみ 10：00～11：20 （クラスにより指導時間は異なります）   外部講師による 

欠席（遅刻）連絡 ９時までに保育園へ連絡をお願いします。 

送迎について 登降園の時間、人が変わる時には必ず連絡をお願いします。   「入園のしおり 6 ページ」参照 

投薬について 医師の診察により処方された薬に限ります。   「入園のしおり 16 ページ」参照 

嘱託医について 内科健診２回╱年・歯科検診１回╱年 

歯科指導について 歯科指導１回╱年 

登園許可記録について 感染症に罹患した場合、登園の許可が必要です。「入園のしおり 13 ページ」参照 

自己評価の内容 自己評価表・スキルアップチャート・スキルアップテスト（実技・筆記）  

第三者評価の概要 令和 3年２月 10 日実施。評価結果は、埼玉県のホームページで公表されています。 

職員への研修の実施 年 15 回 

利用の終了について  退園する場合は、区役所に届けると共に保育園にも速やかにご連絡ください。 

 

２．利用者負担その他の費用の種類、支払を求める理由及び金額  

種  類 理由・金額（税込） 

保育料 保育料はお住まいの各自治体が決定します。 

延長保育料 
※時間外保育は

1 歳児クラスか

らになります。  

標準時間：300 円／30 分・ 19 時 30 分以降   10 分毎 200 円  
※キャンセルは、当日 16：00 までにお願い致します。16：00 を過ぎるとキャンセル料 100 円がかかります。    

短 時 間： 30 分ごとに⇒1～2 歳児 300 円・3～5 歳児 200 円 
※17：00 を過ぎた場合は、1～2 歳児 600 円/30 分・3～5 歳児 500 円/30 分になります。 

実費徴収 

１歳児～：帽子・名札代  任意購入（安全管理の為） 

幼 児：給食費 7,500 円╱月（主食費 3,000 円、副食費 4,500 円） 
給食費の納付は原則として口座振替と致します。  

        ※月の途中で退園する場合…退園日までの月～土の日数の給食費を１日３００円として

計算し徴収致します。 
※長期欠席する場合…10 日以上出席する場合は全額 7,500 円を徴収致します。  

                    10 日未満の場合は、半額 3,750 円を徴収致します。  

        教材・体操服  任意購入（個人で使用する用具等の購入として） 
おむつ利用者：紙おむつ定額サービス 2,508 円/月、  

使用が 1 日 1～2 枚になった場合

おむつ・おしり拭き・処理用ビニール袋等代 500 円/月  

乳 児：エプロン・口拭き定額サービス  877 円/月  

全園児：(独)日本スポーツ振興センター共済掛金 300 円(保護者負担分として) 
       パンツ 1 枚 300 円（パンツのご用意がなかった場合、園の新しいもので対応する代金）  

5 歳児：卒園に係る費用   ５ ,000 円（証書ホルダー、写真、文集代等） 

３．その他保育施設の運営に関する重要事項 

事項 内容 

損害賠償保険 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社に加入。園児等他人の身体の障害または財物の損壊について保証。  

●保育園施設の不備・欠陥に起因する事故●施設の用法に伴う仕事の遂

行に起因する偶然な事故●園児に提供した飲食物に起因する事故 

保育内容に関する相談苦情窓口  苦情解決責任者 園長・苦情受付窓口 主任       「入園のしおり 5 ページ」参照  

個人情報の取扱 「個人情報保護法に関するお知らせ」について説明を行い保護者から同意書を得ています。  
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４．非常災害対策 

消防計画作成（変更）届出書 さいたま市西消防署 届出・防火管理者 氏名 金井塚 美奈子 

避難訓練 火災及び地震を想定した訓練（月 1 回）、風水災害を想定した避難訓練（年１回）  

防災設備 自動火災報知機・非常警報装置・誘導灯・カーテン、敷物、建具等の防炎処理 

避難場所 第１避難場所…あおぞら西保育園園庭   第２避難場所…さいたま市立指扇中学校 

５．登園自粛及び休園の取り扱い 

特措法上の感染症 

緊急事態宣言・緊急事態措置に基づき、市からの登園自粛や臨時休園

の要請を受けて行う。感染症に罹患した園児・職員・保護者が生じた

場合は、市の判断のもと登園自粛や臨時休園を行う。 

自然災害（風水害） 

さいたま市より避難情報等の警戒レベル 3 以上が発令された場合 

≪警戒レベル、住民がとるべき行動等について≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前 6 時～開園時刻までに発令       開園中に発令 

臨時休園とします。 

午前 10 時の時点で園周辺や園舎の

安全、ライフラインの状況、職員体

制、給食の提供等が確認できれば、

必要な方の保育を行います。その場

合は午後２時から保育を再開します

ので、昼食は自宅で済ませてきてく

ださい。 

午前 10 時の時点で安全が確認でき

なければ、1 日休園とします。 

園児を避難場所へ避難します

が、園内の方が安全と判断した

場合には、園内に避難をしま

す。 

保護者の方は、安全を確保し

つつ、速やかなお迎えをお願

いします。 

    

 

 

本書面により、これから受けるサービスの重要な事項について、施設側から説明を受け、同意いたします。    

    年    月    日 

  保 護 者  住所：〒               

 

                                       氏名：(自署)                  

 

園児氏名                                                                 

※  保育園は、上記費用の支払を受けた場合は、領収証を交付する。  

出典：さいたま市ホームページ 


